Table 4  Generic Scale of (Adverse) Noise Impacts on Individuals
in and around their home
表4　人々の家屋内外におけるノイズ・インパクト(加害力)の一般的尺度

	　尺度
	感知
	インパクト
	インパクトの記述
	重要性（必要あれば、とくにＥＩＡ方式によるインパクト評価が必要な時）

	１
	感知できず
	なし
	なし
	重要でない

	２
	感知できる
	邪魔にならない

ノイズが聴こえるが、挙動・態度に変化なし：例えばテレビのボリュームを上げる；窓を閉めるなど。場所の性格わずかに変化するが、ＱＯＬの変化はない
	少しあり
	一般的には重要でないが、現在の音響環境が劣る場合は重要になる可能性あり

	３
	感知できる
	邪魔になる

ノイズが聴こえ、挙動・態度がすこし変化：例えばテレビのボリュームを上げる；大声で話す；窓を閉めなど。目覚めさせるほどでない睡眠障害の可能性。場所の性格がＱＯＬの変化がすこしある程度の変化
	中程度あり
	重要

	４
	感知できる
	破壊的

挙動・態度に重大な変化：例えばこの間、ある活動の中止。睡眠障害の可能性；寝付くのが困難、早く目覚め、再び眠るのが困難。地域の性格変化によりＱＯＬ低下
	かなりあり
	重要

	５
	感知できる
	あり

挙動に大きい変化あり、ノイズの影響を鎮められず心理的ストレまたは生理的影響：例えば慢性的不眠；食欲不振；顕著な医学的傷害(ノイズ起因難聴など)
	厳しい
	重要


出典：Wind Farm Noise Statutory Nuisance Complaint Methodology prepared for Defra Contract No. NANR 277
https://www.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/69222/pb-13584-windfarm-noise-statutory-nuisance.pdf#search='AECOM+wind+Farm+Noise+Nuisance+Compaint+Methdology
本委託研究の依頼者は次の文から風力発電業者と思われる： The aim of the project is to develop a noise Statutory Nuisance complaint investigation methodology for wind farm installations.  つまり、ノイズの法的迷惑苦情の調査手法を開発することが目的であると述べている。
表４に続き表5が掲載されている。この表についての説明：

 IoA/IEMAI(Institute of Acoustics/Institute of Environment Management & Assessment)のNoise Impact Assessment　についてのガイドライン草案に、ノイズレベル変動の重要性の表(下記)が載っている。音のスペクトルと時間的性質は似ており、レベルもかなり一定である。表3(上記)の諸ファクターに依存して、ノイズ変化の列(左端)によって意味記述の分類列(中央)は変化する。
表５　基本的ノイズ変化のインパクト意義の分類例
	ノイズレベルの変化（ｄＢＡ）
	分類
	重要性

	　　　　　　　　０
	インパクトなし
	重要でない

	０．１－２．９
	少しあり
	一般的には重要でないが、現在の音響環境が劣る場合は重要になる可能性あり

	３．０－４．９
	中程度あり
	
重要

	５．０－９．９
	かなりあり
	重要

	１０．０　以上
	厳しい
	重要


ｄＢは２０マイクロ・パスカルを基準とする(つまり普通のデシベルということです)。
注意事項：上と同じような分類が、他のノイズレベルの変化や状況変化によっても起こり得ることに留意すべきである。たとえば、

・個々のノイズ事象のレベルの大きな変化が長期の平均を超えるとき
・ノイズ事象の数や継続時間の短時間の変化が長期の平均を超えるとき
・既存の音響環境とかなり異なる時間的、スペクトル特性の新しいノイズ源が導入されたとき
・既定の受容できるインパクトをすでに超過しているとき。
